16世紀以降における中・日・韓武芸交流に関する研究 : 『紀效新書』，『兵法秘傳書』，『武術早學』，『武藝圖譜通志』を中心に by 朴 貴順 & Park, Kwi Soon
名朴貴順氏
韓国
博士（学術）
社博甲第73号
平成18年３月２２日
課程雲博士（学位規則第４条第１項）
16世紀以降における中・日・韓武芸交流に関する研究
一｢紀效新書』，「兵法秘傳書｣『武術早學』，『武藝圖譜通志』を中心に_
(StudyontheHistoricalExchangesinMartialArtsbetweenKorea,Chinaand
Japansincethel6thCentury‐Comparisonbetweenthe“Jixiao‐xinshu紀效
新書,'，“Heiho‐hidensho兵法秘傳書'，ａｎｄ"BUjutsu‐hayamanabi武術早
學，，，"Muye-dobo-tongji武藝圖譜通志”
委員長大久保英哲
委貝久富木成大，鶴園裕
古畑徹，中野節子
本籍
学位の種類
学位記番号
学位授与の日付
学位授与の要件
学位授与の題目
論文審査委員
学位論文要旨
本研究は、まず、日本の『兵法秘傳書』（1701）と「武術早學』（1757）の編纂過程とその内容を明
らかにし、その二書に見られる中国武芸からの影響について検討を加えた。次に、中国（明）の『紀
效新書』（1560）と韓国（朝鮮）の「武藝圖譜通志』（1790）の編纂過程を再検討し、『武藝圖譜通志』
に見られる中国武芸からの影響について検討した。その上で、「紀效新書』を基軸にして、特に動作
記述に注目し、上にあげた日本と韓国（朝鮮）それぞれの武芸書に見られる記述とその共通点や相違
点を比較･検討した。すなわち、武芸書の動作記述という観点から、三国の武芸がどのように交流し、
影響を及ぼしあったのかを明らかにすることを目的とした。
日本の『兵法秘傳書」と『武術早學』には、中国武芸の影響を受けたと見られる記述があり、さら
に、複数の武芸項目の総合武芸書としての性格を持っているものの、これまでほとんど知られること
はなかった。『兵法秘傳書』と『武術早學』は同じく山本勘助著とされる。また山本勘助の他の著作
とされる『軍法兵法記」と『剣道独稽古」に共通する部分が多く、酷似していることが分かった。ま
た『武術早學』には「軍法兵法記劔術之巻」に５項目の武芸に関する内容が記載されており、第三巻
の「眼つぶしの事」の記載によれば、「武術早學」は『軍法兵法記』を元にしており、それに「拳法」
と「梶法」が加えられたものであった。
「兵法秘傳書』には「図巻」に７項目の武芸に関する内容があり、中国武芸の影響を受けたと見ら
れる「形勢」「梶法」「鎗」等の武芸が記述されていた。
「紀效新書」は明の戚継光によって「14巻本」（1560)、「18巻本」（1562)、「１４巻本」（1584）の三
種類が刊行された。しかし、現在その版木の存在については確認できない。「紀效新書』には様々な
重刊があるが､本研究ではその中で最古版である『東牟戚氏刊本』を見出し、その分析を行った。『紀
效新書』の中、「射秩」と「御秩」に６項目の武芸に関する内容が記載されていた。
本研究では、現在まで進んできている「武藝圖譜通志』に関する先行研究を再検討し、『紀效新書』
刊行から『武藝圖譜通志」刊行に至るまでの過程が『武藝諸譜」『拳藝』『武藝諸譜織續集』『武備志』
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『武藝新譜』の流れであることを明らかにした。『武藝圖譜通志」は「漢文本」の５巻４冊と「諺解本」
で構成されており、２４項目の武芸が記載されていた。
『紀效新書I『兵法秘傳書』・『武術早學』、『武藝圖譜通志ｊの武芸の動作記述の共通点と相違点を
通じて、１６世紀以降に中国を中心する東アジアの文化交流の痕跡を見ることができた。
『紀效新書』や『武備志』等の中国武芸の影響力は中国国内に止まらず、壬辰倭乱や丁酉再乱と徳
川幕府の努力等が契機になって朝鮮や日本にも様々な影響を与えた。当時､東アジアは中国を中心に、
二千年以上にわたって朝鮮や日本等の周辺諸国との様々な交流があり、その中に中国の漢字もあっ
た。中国の周辺諸国は当初自らの文字や文章表現の方法を持たず、中国文字である漢字を使用し、自
国化の工夫を行ったが､基本的に漢字を理解する文化圏であった。このような状況の下､『兵法秘傳書』
『武術早學』『武藝圖譜通志』の動作名称は『紀效新書』そのまま、あるいは、「～勢」「～の～」のよ
うにやや変化させた形で記されていた。
『紀效新書』、『兵法秘傳書」。『武術早學ｊｉ武藝圖譜通志』のいくつかの「図」は酷似しているが、
単なるコピーではなく、各書籍は応用を加えながら記述されており、それなりの独自性が見られた。
これは四書の「図」の示す範者の服装に端的に表わされていた。また『紀效新書』､『兵法秘傳書】『武
術早學』､｢武藝圖譜通志』に共通する「図」にふされている「譜」はほとんど異なっていた。特に､『兵
法秘傳書』は敵(相手）と相撃する方式で､動作の過程やその結果までの「譜」が記述されていた。『武
術早學」も一部の内容が相撃で記述されていた。それは、『兵法秘傳書』が刊行された江戸時代は武
士社会であるが、安定した時代であり、対戦というのは当時すでに武士の修養産物の手段となってい
たであろうと考えられる。
『武藝圖譜通志』は、『紀效新書』のように－つの「譜」が－つの「図」を説明しており、また前後
の動作の「図」と「譜」が連結され、「総図」と「総譜」の一連動作である「套路」で記述されてい
た。『武藝圖譜通志」は､国家事業として刊行された書籍であり、『紀效新書』とは異なって戦争が終っ
たから国家の守護や兵士らの訓練等のために刊行された本であった。そこで、『武藝圖譜通志』では
他の三書にはない「総図」と「総譜」の一連動作である「套路」が付けられたのであろう。これは、
国家の武科制度の基準とすると共に、政治環境の安定を図るためであり､『他の一つは演武や娯楽及び
健身等のためであったと考えられる。
『紀效新書ｊは戦争の中で、戚継光が自らの戦争経験、兵法や武芸等の研究を実践した結果を著し
たものであった。彼が『紀效新書』を編纂した目的は、兵士らの訓練や、戦争に勝ための陣法や技等
を知らせるためであった。そこで、『紀效新書』には一つの「図」に－つの「譜」が付いており、そ
の中には動作の具体的な内容があった。さらにその「譜」ではどのような場合でも変化することがで
きる旨の説明が書かれていた。しかし、戚継光が『紀效新書』を著す時に持っていた意図が、日本と
朝鮮に正しく伝えられたのかは確認できない。「兵法秘傳書』と「武藝圖譜通志』の「拳法」には､『紀
效新書』と共通する「勢」（動態系統）の概念が見られるが、実際に『兵法秘傳書』では「勢」が静
態系統（posture）で、『武藝圖譜通志』では「勢」が動態系統（MovementあるいはPosition）と静態
系統（Posture）の形式で記述されていた。
以上、『紀效新書』「兵法秘傳害j『武術早學』『武藝圖譜通志』の武芸の動作記述の共通点や相違
点を通じて、中・日・韓三国の武芸交流の足跡を検討した。その結果、三国間の武芸や武芸書に交流
の足跡を確認すると共にまた自国化の工夫がなされていることが明らかになった。
東アジアの主要国家である日本と韓国は、未開の状態において中国文化に接し、それによって新た
な歴史の段階に入った。このように先進国であった中国の文化を輸入し続けたのであるから、日本と
韓国はほとんど中国文化によって育てられ成長してきたといってよい。また、１６世紀に入ると、中
国も日本や朝鮮等と様々な文化交流を行って、「朝鮮勢法」や「日本剣術」等の影響を受けた。民族
の文化は兵法や武芸のように単独の力で発達することは少なく、他の異質文化と接触交流することに
よって発達する。しかし、自国の政治や社会等の歴史の状況によって、自らの兵法、武芸等の文化が
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作られることもある。中。日・韓三国は、１６世紀以降には進んで優れた文化を取り入れて、批判検
討を加え、自分に適合する独自の文化を形成してきた。
このような文化の交流は１９世紀末と２０世紀に入ると、国民国家の出現によって、国家主義が強
調され、そのために、兵法や武芸は独自性を強く持つことになった。その結果として、１６世紀以降、
武芸交流史や文化交流史は相対的に軽視されてきた。しかしながら、本研究で明らかにしたように近
代以前の中・日。韓三国は様々な武芸交流、あるいは文化交流が存在したのである。兵法史、武芸史
もこのような交流史をふまえて再検討されねばならない。
Abstract
Ｄｒａｆｔｏｆｔｈｅｔｈｅｓｉｓｓｕｍｍａｉｙ
Ｔｈｅｐｒｅｓentresea1･chdiscussesthecpmpilationproceSSOftheJapanesebooksonmartialarts,ｎａｍｅｌｙ“Heiho-
hidensho兵法秘傳書(1701)”ａｎｄ"BUjutsu-hayamanabi武術早學(1757)",andstudiesabouttheinfluence
ofChinesemartialartsonthesetwobooksThentheresearchreviewsthecompilationprocessof“Jixiao-
xinshu紀效新書(1560)''fromChina(Mingdynasty）ａｎｄ“Muyc‐dobo-tongji武藝圖譜通志(1790)”
fiFomKorea(Chosendynasty)，andstudiestheinf]uenceofChinesemartialartson“Muye-dobo-tongji武
藝圖譜通志，'Dnthatbasis,withthefbcuson"Jixiao‐xinshu紀效新書''，thisresearchshedslightonthe
similaritiesanddifferencesinthedescriptionofmovementsseenintheaboveJapaneseandKoreanbookson
martialartslnotherwords,withthefbcusonthedescriptionofmovements,thepresentresearchaimstoclarify
lhehistoricalexchangesinmartialartsbetweenKorea,China,andJaPan,andhowtheseexchangesinHuenced
themartialartsinthesecountries・
ReferencespointingtowardstheinHuenceofChinesemaritalartscanbeseenintheJapanesebooks“Heiho-
hidensho兵法秘傳書"ａｎｄ"BUjutsu‐hayamanabi武術早學"・Althoughthesebooksconsistofvariousmartial
artstechniquesandhencecanbereferredtoasgeneralbooksonmartialarts,theyhavebeenunnoticedformost
ofthetimestillnowBoththesebooksaresupposedtoｈａｖｅｂｅｅｎｗｒｉｔｔｅｎｂｙＹＡＭＡＭＯＴＯＫａｎｓｕke､Therewere
alotofcommonalitiesandresemblancebetweentheabovebooksandtheotherbookswrittenbyYAMAMOTO
Kansuke,namely“Gunpoheihoki軍法兵法記”ａｎｄ“Kendohitorikeiko剣道独稽古'1Moreover,theｖｏｌｕｍｅ
`Recordsonmartialcode,artofwar,andswordtechniques軍法兵法記劔術之巻,ｉｎ"BUjutsu-hayamanabi
武術早學''includesdescriptionoffivemartialartstechniques・Accordingtothesection`Blinding眼つぶしの
事，fisttechniqucs(拳法）andclubtechniques(梶法)werelateraddcdto"BUjutsu-hayamanabi武術早學"，
whichisoriginallybasedon"Gunpoheihoki軍法兵法記"・
Thevolumｅ‘Ｚｕ‐kan図巻,ｏｆ"Hciho‐hidensho兵法秘傳書,'includesdescriptionofsevenmartialarts
rechniquessuchasfisttechniquesfbroneperson(形勢)，clubtechniques(根法)，speartechniques(槍）etc，
whicharesaidtobeinnuencedbyChinesemartialarts、
Qiji‐guang(戚継光）compiledandpublishedthreevolumｅｓｏｆ"Jixiao-xinshu紀效新書”，namelya
"l4-volumeJixiao-xinshu紀效新書"ｉｎ1560,ａ"１８‐volumeJixiao‐xinshu紀效新書”ｉｎ1566,andafinal
"１４‐volumeJixiao‐xinshu紀效新書，'inl584However,atpresentithasnotbeenpossibletofindthese
３blockbooksintheiroriginalfbrm・Hence,thepresentresearchusesfbranalysistheoldestofthereprinted
"Jixiao-xinshu紀效新書”called“Dongmaoqishikanhon東牟戚氏刊本"・Ｔｈｅ“Jixiao‐xinshu紀效新書'，
includesdescriptionofsixmartialartstechniquesin"She‐zhi射秩"ａｎｄ"YU‐zhi御秩"・
Thepresentresearchreviewsthepreviousresearcheson"Ｍｕｙｅ‐dobo-tongii武藝圖譜通志，',andmakesit
clearthattheprocessofcompilationfrom"Jixiao‐xinshu紀效新書''to"Muye-dobo-tongji武藝圖譜通志，，
wascarriedinthesequenceof"Ｍｙｅ‐zebo武藝諸譜"，“kuan-bo拳譜，，，“Muye-zebo-benyek‐sokgib
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武藝諸譜識課續集,,，“WUbeizhi武備志"，and"Ｍｕｙｅ‐xinbo武藝新譜，'．“Ｍｕｙｅ‐dobo-tongji武藝圖譜
通志''iscomprisedofaBookinChinesecharacters(漢文本),whichhasasetof4booksincluding5volumes
inall,andaBookinHangeulalphabets(諺解本),andincludesdescriptionof24martialartstechniques
Bysheddinglightonthesimilaritiesanddifferencesinthedescriptionofmovemcntsｉｎ"Jixiao-xinshu紀效
新書"，"Heiho-hidensho兵法秘傳書"ａｎｄ"BUjutsu-hayamanabi武術早學",and"Muye-dobo‐tongji武
藝圖譜通志"，itwaspossibletoseeevidencesofculturalexchangesinmartialartsbetwee､Korea,Chinaand
Japansincethel6thCenturywithChinabeingatitscenter・
ThciniluenceofChinesemartialartssuchasseenin“Jixiao-xinshu紀效新書，'ｏｒ“WUbeizhi武備志”
wasnotconfinedtowithinChmaonly､ItalsoinHuencedinvariouswaystheChosendynastyatthetimc
oftheLinjinyeranwar(壬辰倭乱）ortheZengyuzeranwar(丁酉再乱)，orJapanduetotheeffbrtstaken
byTbkugawaShogunatelnthosetime,theregionsinEastAsiahadvariousexchangesfbrover2000years
betweenChosendynasty,Japan，andothercountrieswithChinaatitscenter・ThatalsoincludedtheChinese
Kanjicharacters・ThecountriesaroundChinadidnotpossesstheirowncharactersetsorgrammarpattems・They
borrowedtheKanjicharactersiromChinaandtriedtoredesignthemfbrtheirownlanguagesHence,theiregion
couldbasicallyunderstandtheChineseKanjicharactersUnderthesecircumstances,thenamingofmovements
in``Heiho-hidensho兵法秘傳書"，“BUjutsu-hayamanabi武術早學''，and"Muye-dobo-tongji武藝圖譜通
志"remainedsameasin"Jixiao‐xinshu紀效新書'',orweretransfbrmedalittlesuchas`～position(～勢)，
ｏｒ`～of～(～の～)'・
Manyillustrations(図）ｉｎ“Jixiao‐xinshu紀效新書"，“Heiho-hidensho兵法秘傳書，'ａｎｄ"BUjutsu‐
hayamanabi武術早學",and"Muye‐dobｏ‐tongji武藝圖譜通志"closelyresembleeacholhenHowevelGthcy
arenotexactcopiesofeachother､EachbookhasitsowndescriptionabouttheillUstrations,maintainingtheir
uniquenessThisuniquenesscanbeclearlyseeninthewaythemodelsareclothedintheillustrations(図）of
thesefOurbooksMoreover,thedescription(譜)fortheresemblingillustrations(図）inthefOurbooksdiffered
completelyEspccially,“Hciho-hidensho兵法秘傳書''describedthewaystoattacktheenemy(opponent)，
andthedescription(譜)fbrthecompletemovemcntanditsresultisgiven
“BUjutsu-hayamanabi武術早學''alsohasapartdedicatedtothedescriptionofattackingltcanbesaidthat
theEdoperiodinwhich"Heiho‐hidensho兵法秘傳書，'wascompiledwasawaniorsociety,andamatch‐ｕｐ
ｂｅｔｗｅｅｎｔｗｏｗａｓａｍｅａｎｓｏｆｉｍprovementfOrthemHence,thedescriptioncanbeseeninthesebooks、
１，"Muye‐dobo-tongji武藝圖譜通志'',adescription(譜)isgivenfbreachillustration(図)ａｓｉｎ"Jixiao‐
xinshu紀效新書"・Moreover,thedescription(譜）andillustration(図）ofthepreviousandlatermovemcnts
areconnected,makingitageneralmovment(套路)withageneralillustration(総図）andageneraldescription
(総譜)/`Muye-dobo‐tongji武藝圖譜通志"wascompiledasanationalprqject,andunlike``Jixiao‐xinshu
紀效新書",itwascompiledfOrnationaldefenseandmilitarytrainingaflerthewarwasoverHence,itcanbe
saidthatthegeneralmovement(套路)withageneralillustration(総図）andageneraldescription(総譜）was
addedtoitthatisabsentintheotherthreebooksltsaimwastostandardizethenationalwalTiorexamination,ｔｏ
stabilizethepoliticalscenario,andtouseitasameansfbrentertainmentandhealth
“Jixiao‐xinshu紀效新書',wascompilcdduringwarperiodswhenQiji-guang(戚継光）noteddown
hisownwarexperiences，clausesofmilitarytraining，andmartialarts･Ｈｉｓａｉｍｔｏｃｏｍｐｉｌｅ“Jixiao-xinshu
紀效新書，'wastotrainhismilitaryaboutwinningwars,disposingtroops,andwartechniquesHence,there
isadescription（譜）fOreachillustration（図）andcachmovementisdcscribedthoroughlyMoreover,the
description(譜)waswritteninsuchawaythatitcouldbechangedanytimeHowever,itisnotclearwhether
themotivesofQiji-guang（戚継光）incompilingthebookwerecorrectlyconveyedtoJapanandChosen
dynastylnthefisttechniques(拳法)ｉｎ"Heiho-hidcnsho兵法秘傳書”ａｎｄ"Muyc‐dobo-tongji武藝圖譜
通志'，,theconceptof`position(勢),（movingpositions）issimularin"Jixiao-xinshu紀效新書"However，
髄
theconceptof`position(勢)，ｉｎ"Heiho‐hidensho兵法秘傳書'，meansastillposition(Posture）ａｎｄｗｈｉｌｅ
ｉｎ"Muye‐ｄｏｂｏ‐tongji武藝圖譜通志''itmeansbothmovingpositions(MovementorPositions）andastill
position(Posturel
Thus,thepresentresearchstudiesthehistoricalexchangesinmartialartsｂｅｔｗeenKorea,china,andJapanby
consideringthesimilaritiesanddiHerencesinthedescriptionofmovementsseenin"Jixiao-xinshu紀效新書''，
``Heiho-hidensho兵法秘傳書”ａｎｄ``BUjutsu-hayamanabi武術早學"，and"Muye‐dobo-tongji武藝圖
譜通志"・Asaresult,itbecameclearthattherewereexchangesregardingmartialartsandbooksonmartialarts
betweenthesethreecountries,andeachbookhadalotofuniquenesstowardsitsbelongingcountry，
JapanandKorea,twomfUorcountriesinEastAsia,gotincontactwithChinaintheirlesser-developedtimes・
BycontinuouslyimportingthecultureofChina,ｔｈｅｍｏｓｔｄevelopedcountryofthetimes，ｉｔｃａｎｂｅｓａｉｄｔｈａｔ
ＪａｐａｎａｎｄＫｏｒｅａａｌmostfedontheChineseCulters・Sincel6thcentury,Chinastartedtohavevariouscultural
exchangeswithJapanandChina,andwasinHuencedby℃haoxian‐shifa朝鮮勢法,orTheJapaneseartof
fencing日本剣術，Theethnicculturegrowsnotonitsownliketheartofwarormaritalartsbutbyhaving
cxchangeswithothercultures､However,accordingtothecircumstancesofintemalpoliticsorsocialhistoryofa
country,auniquecultureintheartofwarfareormartialartsalsogctsdeveloped・Sincethel6thcentury,Korea，
China,andJapanwiUinglyincolporatedeachotherIsculturesandcreatedtheirownuniqueculturebycriticizing
andcompartingtheotherclutures、
Fromtheendofl9thcenturytowardsthe20thcentury,nationalismstartedtogetemphasizedduetothe
adventoftheconceptofnationstates,whichresultedinhavingmoreuniquenessintheartofwarfareandmartial
artsofeachcountry・Asaresult,thehistoricalexchangesinmartialartsorculturessincethel6thcenturywere
relativelydisregarded・However,asmadeclearinthisresearch,thereusedtobealotofexchangesmmartialarts
andculturesbefOrethemodemperiodbetweenKorea,China,andJapalLHence,itisnecessarytoreviewthe
historicalexchangesbytakingintodueconsiderationthehistoryoftheartofwarfareandalsothatofmartialarts．
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論文審査結果の要旨
本研究は､16世紀以後の中国韓国･日本の武芸書である『紀效新書』（1560)､｢兵法秘傳書』（1701)・
『武術早學』（1757)、『武藝圖譜通志』（1790）にみら｢れる動作記述を比較・検討する中で、それぞれ
の武芸交流の足跡をたどったきわめて斬新的な研究である。
従来の中国・韓国・日本の武芸交流史研究がせいぜい二国間、あるいは書誌学的研究にとどまって
きた背景には、言うまでもなく、三国の古文書を含む言語理解が先ず必要であり、またさまざまな武
芸動作の図譜記述が意味する内容を身体の水準で理解できる知識と技能が必要であるという２つの大
きな障壁が存在した。この点筆者は韓国の大学で教育を受け、中国武術の研究のために台湾で中国語
による大学・修士・博士課程の教育を受け、さらに2002年から金沢大学博士課程社会環境科学研究
科に留学して日本語による研究指導を受けて、３カ国語に精通する研究者となった。また’980年代
から中国武術に習熟し、1987年には韓国国家代表選手となり、1991年には中国武術世界選手権で優
勝という優れた競技者でもあり、武芸書に示される動作図譜を身体のレベルで極めて正確に理解でき
る希有な研究者である。また本人の努力に加えて、本学社会環境科学研究科が日本近世史・中国文化
史・韓国文化史・東アジア文化交流史、日本語学・体育史学など多様な分野の指導者に恵まれそれぞ
れ専門的な立場からの指導を得られたことも、本論文が比較的短期間にまとめられることができた理
由に挙げられるであろう。
本論文は３部から構成されている。
第１部は、中国武芸の影響が見られる日本の『兵法秘傳書」（1701）・『武術早學』（1757）の編纂過
程とその内容を明らかにし、その二書に見られる中国武芸の具体的な内容を明らかにしている。第２
部は中国（明）の『紀效新書」（1560）と韓国（朝鮮）の『武藝圖譜通志』（1790）の編纂過程を再検討し、
『武藝圖譜通志』に見られる中国武芸からの影響について検討している。第３部はその上で､『紀效新書』
を基軸にして、特に動作記述に注目し、上述の日本と韓国（朝鮮）の武芸書に見られる記述とその共
通点や相違点を比較・検討し、三国の武芸がどのように交流し、影響を及ぼしあったのかを明らかに
しようとしている。
そのために第１部ではこれまで山本勘助の偽書とされて翻刻すらされていなかった『武術早學』を
検討し､本書が『軍法兵法記』の内容に『紀效新書」「武備誌』と共通する中国部芸である「拳法」と「梶
法」が加えられている事実を明らかにした。
また『兵法秘傳書』「図巻」には７項目の武芸に関する内容があるが、そのなかに『紀效新書』『武
備誌』と共通する中国武芸の影響を受けたと見られる「形勢」「根法」「鎗」等の武芸が記述されてい
ることを確認している。
なお、『紀效新書』は明の戚継光によって「14巻本」（1560)、「18巻本」（1562)、「１４巻本」（1584）
の三種類が刊行されたとされているが、しかし、現在その原版本の存在については確認できない。以
後の『紀效新書』には様々な重刊があるが、本研究の過程で筆者が台湾国家図書館で見出した『東牟
戚氏刊本』はおそらくその最古版である。この構成内容は以後の版本と多少異なっており、今後武芸
研究の上でその史料的価値の大きさは中国。韓国でも注目されるものと思われる。
第２部では、『東牟戚氏刊本』に基づいて、現在まで韓国を中心に進められてきた『武藝圖譜通志』
に関する先行研究を再検討し、「紀效新書』刊行から『武藝圖譜通志」刊行に至るまでの過程が『武藝
諸譜」『拳譜』『武藝諸譜擁讓續集」『武備志』「武藝新譜」の流れとして整理できることを明らかにした。
第３部では『紀效新書I「兵法秘傳書』。『武術早學』、『武藝圖譜通志』にみられる武芸動作記述の
図譜について詳細な比較検討を行っている。『紀效新書』に見られる８８勢の動作中､｢長兵篇第十」(鎗
法）の２４勢は「武術早學』にはないが、「兵法秘傳書』に１勢、『武藝圖譜通志ｊには24勢そのまま
が見られる。「牌笑篇第十一」(藤牌･狼笑)の１４勢は『兵法秘傳書ｊ『武術早學』には見られないが､『武
－５８－
藝圖譜通志』には１４勢みられる。「短兵篇第十二」（梶法）の１４勢は『兵法秘傳書」には見られない
が、『武術早學』には１４勢、「武藝圖譜通志」にも１４勢そのままが見られる。「射法篇第十三」（弓法）
の４勢は『兵法秘傳書』『武術早學』ともに１勢が見られるが､『武藝圖譜通志」には見られない。「拳
經篇第十四」（拳法）の32勢は『兵法秘傳書』に４勢、「武術早學』には32勢、『武藝圖譜通志』に
も３２勢が見られる。この中のいくつかの「図」は酷似しているが、単なるコピーではなく、各書籍
は応用を加えながら記述されており、それなりの独自性が見られた。これは四書の「図」の示範者の
服装に端的に表われていた。また『紀效新書｣、『兵法秘傳書I『武術早學』、『武藝圖譜通志』に共通
する「図」にふされている「譜」はほとんど異なっていた。特に、「兵法秘傳書」は敵（相手）と相
鑿する方式で、動作の過程やその結果までの「譜」が記述されていた。『武術早學』も一部の内容が
相撃で記述されていた。
以上、『紀效新書ｊ『兵法秘傳書｣『武術早學」「武藝圖譜通志』の武芸の動作記述の共通点や相違
点を通じて、中・日・韓三国の武芸交流の足跡を検討している。その結果、三国間の武芸や武芸書に
交流の足跡を確認すると共にまた自国化の工夫がなされていることが明らかになった。またその過程
で、古漢文体で記されてこれまでその意味が不明であった動作の名称とその説明文に日本語訳が加え
られたことも今後の研究に寄与するものとして特筆されよう。
本研究はその一部が既に論文化されており、韓国国立民族博物館、韓国体育学会、日本スポーツ史
学会、台湾体育学会などでも既に注目されており、2005年には東北アジア体育・スポーツ史学会か
ら学会賞を授与されている。今後の日本・韓国・中国など東アジアの文化交流史研究分野の有力な担
い手としてその活躍が期待される。以上を踏まえ、審査員一同一致して本論文が博士論文として合格
であると判定したことを報告する。
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